
おはようございます、学長の亀山です。今日から12月に

入りました。寒い中、多文化協働実践研究全国フォーラムの

第1回の会合にお集まりくださいまして、誠にありがとうご

ざいます。

今やグローバル化と呼ばれる時代に入って、この時代がい

ってみれば非常に悲劇的な状況、二極化の状況を示している

ことは、たぶん皆さんもご存じの通りだと思います。この二

極化の時代とは、ある意味で人類がその歴史的プロセスにお

いて克服しなければならなかった弱肉強食の論理がそのまま

まかり通るような、そうした時代を言います。強い者は強く、

弱い者は弱くという、悲しい状況が、今、我々の目の前に現出しているわけです。

その中で最も大きな矛盾にさらされている存在が、ある意味で国と国との間、狭

間に置かれた人々であろうかと考えるわけです。例えば、私たち日本に住んでい

る数多くの在日外国人の方々が、そうした弱い立場に置かれているのです。

現在、グローバル化そして少子高齢化という大きなうねりの中で、日本は国家

的なレベルでさまざまなプロジェクトを進行させていますが、その根幹にあるの

は、いかにして産業大国としてのメンツを、これから遠い将来にわたって失わず

に築いていくかということです。国家の目というのはおおむねそうしたプラグマ

ティックな方向に向けられがちですが、しかしそれでも最近では、このグローバ

ル化という状況の中で現出している、今、申し上げたような足元の国際化の問題

に、目を向け始めたということができると思います。

7時はいま、「協働実践研究」はじめの一歩──全体会1日目

総合司会・青山　亨 おはようございます。ようこそいらっ

しゃいました。私は東京外国語大学多言語・多文化教育研究

センターの副センター長をしております、青山亨です。ふだ

んは学部でインドネシア語を教えている教員ですけれども、

副センター長として、本日の全体会の司会をさせていただき

ます。

伊東祐郎 皆様、おはようございます。

朝早くからこちら府中までお越しいた

だきましてありがとうございました。

同じく多言語・多文化教育研究センタ

ーの副センター長をしております、伊東祐郎と申します。明

日、2日目の総合司会を担当します、どうぞよろしくお願い

します。

青山 今日は、まず東京外国語大学長・亀山郁夫の開会の挨

拶、そして本学の多言語・多文化教育研究センター・センタ

ー長・高橋正明からの趣旨説明、最後に2日間にわたって行

われる各研究班分科会の概要を各班から報告していただくという順序で進めてゆ

きます。
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皆さん、おはようございます。本日は、多言語・多文化教

育研究センター主催の「第1回多文化協働実践研究全国フォ

ーラム」にご参加いただき誠にありがとうございます。セン

ター長を務めております高橋と申します。専門はラテンアメ

リカ研究です。私の方から、今日、明日と開かれますフォー

ラムについて趣旨を簡単にご紹介させていただきます。詳し

くは配布資料をご覧いただければと思います（資料p. 91参

照）。

なぜ本学が多文化教育研究を推進するのかという問題です

が、先ほどの亀山学長の話にもありましたように、本学はこ

れまで世界諸地域の言語、文化、社会について教育・研究を行ってきました。そ

の対象には日本も入っていますが、しかし、比重としてはもっぱら世界の多文化

の方に目が向いていたと言っていいと思います。しかし今や「日本の中の多文化」

が大きくクローズアップされてきた。そこで、これまで本学が教育・研究を通じ

て蓄積してきた多文化に関する知識や理論をよりどころとしながら、この足元の

日本の社会で進行している多文化状況に正面から取り組んでいきたい、そしてさ

らに日本の状況を世界の中に位置づけて考えていきたい、そうした構想でもって

活動を進めているわけです。

ところで、「多文化協働実践研究」というときのこの「実践」という言葉です

が、そもそもこのセンターの誕生は「実践」から始まっています。先ほどのビデ

オにもありましたように、もとはといえば、学生たちのささやかなボランティア

9時はいま、「協働実践研究」はじめの一歩──全体会1日目

東京外国語大学のグランドデザインが示す基本的な方向性とは、世界のさまざ

まな地域の言語、文化、社会の教育・研究であり、これらは本学にとって最も根

幹部をなしています。その方向性がただ単にデザイン、お題目としてあるだけで

なく、それをいかに現実化に向けて有効なものにするか、これが 2007年 9月に

学長に就任した私が向かい合った最も大きな課題でした。そして本学に新たに誕

生した多言語・多文化教育研究センターこそ、その中心的な役割を担うべき組織

のひとつとして、私自身非常に大きく注目しているところです。

このセンターの中心とする事業は、先ほどイントロダクションのかたちで紹介

されたビデオでもありましたように、教育、研究、社会連携というこの3つの柱

から成っています。この3つの柱、ある意味ではこの3つの分野がバランスよく

進展していくことを私は強く願っております。そして、現実に今日、この配布資

料を見ながら、そうしたあり得べき発展の道筋がしっかりと刻み込まれているこ

とを確認し、意を強くした次第です。

多言語・多文化教育研究センターは、先ほども紹介がありましたように「多文

化コミュニティ教育支援室」という、ある意味で小さなボランティア・プロジェ

クトから始まりました。このプロジェクトは、ポルトガル語文学・文化論を研究

なさっている武田千香准教授の優れた発想力によって生まれたもので、その発展

形態であるこの多言語・多文化教育研究センターが設置されて以降は、高橋正明

教授の献身的なお仕事によって着実に根づいたといえましょうか、ある意味でこ

のわずかな期間に飛躍的な発展を遂げた、と私は考えており、大いに感謝してい

るところです。

また、この度は元浜松市長である北脇保之氏を本学の教授としてお迎えするこ

とができ、地域に密着しつつ、同時にグローバルな視野でこのセンターを展開さ

せていく上で、貴重なステップをしるすことができたと考えております。

今回の全国フォーラムの開催には、さまざまな方々のご尽力、ご協力をいただ

いております。ここではいちいちその名を挙げることはいたしませんが、どうか

今日と明日のこのフォーラムでの議論が、府中から全国へ、さらに日本全国から

世界に広がっていくことを願ってやみません。この多言語・多文化教育研究セン

ターの事業に対する私の個人的な思いにつきましては、この配布資料の第1ペー

ジに書きました（資料p. 90参照）。どうか後ほどお読みいただければ幸いです。

これをもちまして学長のあいさつとさせていただきます。どうもありがとうご

ざいました。

8

高橋正明


